
・問題４
楽譜上の書き方は違っていても、実際には同じ音のことを（　　　　　）という。

・問題５
次の音のドイツ音名を書きましょう。

イタリア語 ド    レ     ミ      ファ    ソ      ラ     シ      ド
ドイツ語 （ C  ）    （  ）        （  ）        （  ）       （  ）       （  ）        （  ）       （  ）
⽇本語    （ ハ  ）   （  ）        （  ）        （  ）       （  ）       （  ）        （  ）       （  ）
英語   （ C  ）    （  ）        （  ）        （  ）       （  ）       （  ）        （  ）       （  ）

⾳名について

３回にわたり音名についての解説をしてきたので、これまでの復習も兼ねてテストに挑戦してみてください。
問題の答えはブログの記事に中に書いてあります。

・問題１
音の名前のことを（　　　）という。
国によってさまざまな呼び方がありクラシック音楽や吹奏楽の世界ではドイツ音名（ドイツ語）を使うことが多い。

・問題２
下記の音の音名を書きましょう。

広げよう！より豊かな⾳楽表現をするために
知っておきたい楽典の知識
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下記の音の異名同音をドイツ音名で書きましょう

ドイツ音名
 （　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

シャープ（♯）がつくと音は半音（ 高く /  低く ）なり、ドイツ音名では言葉の後ろが（　　）に変化
フラット（♭）がつくと音は半音（ 高く /  低く ）なり、ドイツ音名では言葉の後ろが（　　）に変化
EとAの音に♭がついた場合は（　　/　　）、Hの音は♭がつくと（　　）となる。
ナチュラルがついたら変化した音名が元に戻る

ドイツ音名
 （　　）

シャープまたはフラットのついた音名

・問題３
次の問題に答えてください。


